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犬・猫はマナーを守って飼いましょう！

９月20日（月・祝）〜同26日㈰は動物愛護週間です

ペ
ッ
ト
は
、
家
族
の
一
員
や
人
生
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
部
の
マ
ナ
ー
を
守
れ
な
い

飼
い
主
に
よ
る
放
し
飼
い
や
、
道
路
や
公

園
な
ど
で
の
犬
・
猫
の
フ
ン
の
放
置
の
た

め
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
る
飼
い
主
や
周

囲
の
人
々
は
大
変
迷
惑
を
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
一
員
で
あ
る
ペ
ッ
ト
が
、
だ
れ

か
ら
も
愛
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
飼
い
主
と
し
て
次
の
マ
ナ
ー
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

犬  

の
フ
ン
は

     

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

犬
の
散
歩
に
は
フ
ン
が
つ
き
も
の
で

す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
小
さ
な
ス
コ
ッ
プ
な

ど
回
収
す
る
も
の
を
持
ち
歩
き
、
道
路
や

公
園
、
他
人
の
敷
地
な
ど
に
フ
ン
を
し
た

ら
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ン
の
放
置
は
、
と
て
も
不
衛
生
で
み

ん
な
が
迷
惑
を
し
ま
す
。

猫  

は
屋
内
で

     

飼
育
し
ま
し
ょ
う

　

猫
の
屋
外
飼
育
に
よ
っ
て
、
道
路
や
公

園
、
他
人
の
敷
地
な
ど
に
フ
ン
を
し
、
迷

惑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

猫
の
フ
ン
・
尿
は
独
特
の
に
お
い
が
あ

る
た
め
、
悪
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

公
園
の
砂
場
な
ど
に
フ
ン
を
し
た
場

合
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
む
場
所
を
汚
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

屋
内
飼
育
は
、
近
所
へ
の
迷
惑
防
止
と

と
も
に
、
病
気
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
猫

の
健
康
状
態
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番
、
犬
の
登
録
や

狂
犬
病
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

健
康
推
進
課
☎
24-

０
８
１

６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番
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　湖東定住自立圏構想に基づく取り組みとして、圏域（彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、

多賀町）を対象に、地域創造事業の募集を行い、シンボル事業３事業、地域づくり事業
2� 事業を決定しました。地域創造事業は、提案団体が企画から実施まで積極的に事業展
開されます。皆さんの多数のご参加とご協力をお願いします。
　※下や右の内容などは、提案時点でのものであり、変更されることがあります。

問い合わせ先　 観光振興課☎ 30-6120、FAX22-13��

平成22年度の地域創造事業が決まりました
湖東定住自立圏（彦根市と愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町との広域連携）の具体的な取り組み
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下
水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
健
康
で
快
適
な
も
の
に
し
、
河

川
や
び
わ
湖
の
水
質
を
守
る
た
め

に
も
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　

彦
根
市
の
公
共
下
水
道
は
、
昭

和
56
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、

人
口
が
多
い
市
街
地
や
下
流
域
か

ら
順
次
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
21
年
度
末
現
在

の
人
口
普
及
率
は
75
・
０
％
で
、
全

国
平
均
（
73
・
７
％
）
を
若
干
超

え
て
い
る
も
の
の
、
滋
賀
県
平
均

（
85
・
４
％
）
と
比
べ
る
と
、
ま
だ

ま
だ
低
い
状
況
で
す
。

　

こ
れ
は
、
琵
琶
湖
東
北
部
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
（
平
成
３

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
部
管
理

課
☎
22-

５
４
５
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

５
４
３
３
番

年
）
が
湖
南
中
部
や
湖
西
の
浄
化
セ

ン
タ
ー
に
比
べ
て
遅
か
っ
た
こ
と

と
併
せ
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
、

事
業
費
を
調
整
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
整
備
ペ
ー
ス

に
比
べ
、
進
ん
で
い
な
い
の
が
実

態
で
す
。

　

現
在
、
未
整
備
に
な
っ
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
財
政
事
情
や
流
域
下
水
道
幹

線
の
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
も
見
据
え
、
彦
根

市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し

な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
平
成
22
年
度
﹁
下
水
道
の
日
﹂
推
進
標
語

排
水
設
備
工
事
の
助
成
制
度
を 

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

排
水
設
備
新
設
補
助
金　

▼
市
民
税
の
所
得
割
非
課
税
世・
帯・
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
す

る
制
度
で
す
。
申
請
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
、
７
万
円
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の
❶
❷
❸
な
ど
に
該
当
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
は
、
１
世
帯

に
つ
き
、
30
万
円
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

融
資
あ
�
せ
ん
制
度　

一
般
家
庭
で
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
人

の
う
ち
、
資
金
が
必
要
な
場
合
に
は
、
工
事
費
に
応
じ
、
金
融

機
関
を
通
じ
て
、
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

限
度
額　

１
０
０
万
円

　

償
還
期
間　

60 

か
月
以
内　

　

利
率　

年
１
・
８
％

※
た
だ
し
、
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の
❶
❸
❹
な
ど
に
該
当
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

主
な
条
件
項
目

❶
市
税
、
受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
）、
水
道
料
金
の
滞
納
が
な

い
こ
と

❷
供
用
開
始
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
、排
水
設
備
工
事
を
行
う
こ
と

❸
排
水
設
備
工
事
の
申
請
と
と
も
に
、
申
請
を
す
る
こ
と

❹
融
資
資
金
の
償
還
が
可
能
で
あ
る
と
、
金
融
機
関
が
判
断
す
る

こ
と

※
ほ
か
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

下
水
道
部

管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
工
事
は
�
必
ず
彦
根
市

指
定
下
水
道
工
事
店
で
行
�
て
く

だ
さ
い

　

下
水
道
を
使
う
た
め
の
排
水
設
備
工

事
を
、彦
根
市
の
指
定
下
水
道
工
事
店
で

な
い
の
に
、皆
さ
ん
の
家
庭
へ
売
り
こ
み

に
行
く
業
者
が
い
ま
す
。

　

彦
根
市
に
無
届
で
工
事
を
行
い
、後
で

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

業
者
が
、彦
根
市
の
指
定
下
水
道
工
事

店
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

下

水
道
部
管
理
課
に
お
尋
ね
に
な
る
か
、彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
彦
根
市
は
、
排
水
設
備
の
清
掃

や
修
理
な
ど
を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
下
水
を
使
用
し
て
い
る
人
へ

　

公
共
下
水
道
を
す
で
に
使
用
し
て
い

て
、地
下
水
を
下
水
道
に
流
し
て
い
る
家

庭
で
、
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、必
ず

下
水
道
部
管
理
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※

市
民
課
、
支
所
、
各
出
張
所
で
の
住

所
異
動
な
ど
の
届
出
と
は
連
動
し
て

い
な
い
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
度
﹁
下
水
道
の
日
﹂
推
進
標
語

下
水
道 

水
か
ら
聞
こ
え
る 

﹁
あ
り
が
と
う
﹂

本
庁
舎
建
物

全
面
禁
煙
の

お
知
ら
せ

　

市
役
所
本
庁
舎
建

物
内
は
、
受
動
喫
煙

防
止
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
22
年
10
月

１
日
㈮
か
ら
、
全
面

禁
煙
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
建

物
内
の
喫
煙
室
は
除

去
し
、
庁
舎
東
側
駐

輪
場
に
喫
煙
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
ま
す
。
本

庁
舎
建
物
外
に
お
き

ま
し
て
は
、
喫
煙
ス

ペ
ー
ス
で
喫
煙
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

公
有
財
産
管
理

室
☎
30-

６
１
１

４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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祝
日
の
ご
み
等
収
集
の

お
知
ら
せ

　

９
月
20
日

（月・祝）
は
、
通
常
ど
お
り

収
集
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、「
ご
み
等
の
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

登
録
し
ま
し
�
う   

銃
砲
刀
剣
類

　

美
術
品
、

骨
と
う
品
と

し
て
の
火
縄

銃
な
ど
の
古

式
銃
や
刀
剣
類
は
、
銃
砲
刀
剣
類

所
持
等
取
締
法
に
よ
り
登
録
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
銃
砲
・
刀

剣
類
は
、
他
人
へ
の
譲
渡
は
も
ち

ろ
ん
、
所
持
す
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
度
の
登
録
審
査
の
日

程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
と
場
所　

▼
10
月
６
日
㈬

文
化
産
業
交
流
会
館
第
２
会
議

室
（
米
原
市
下
多
良
二
丁
目
）　

▼

平
成
23
年
２
月
10
日
㈭
大
津
合

同
庁
舎
７
Ｂ
会
議
室

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
で
す
。

登
録
希
望
者
の
持
ち
物　

　

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）　

②
警

察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届
出

済
証　

Ö

③
審
査
手
数
料
（
１
件

に
つ
き
６
、３
０
０
円
）
ま
た
は
再

交
付
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
３
、

５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５

２
８-

４
６
７
２
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
７-

５
２
８-

４
９
５
６
番

し
尿
収
集
の
案
内

収
集
の
申
し
込
み

▼
転
入
・
転
居
や
仮
設
ト
イ
レ
の

設
置
な
ど
で
、
新
た
に
し
尿
収

集
を
希
望
す
る
場
合
は
、

生

活
環
境
課
ま
た
は
支
所
・
各
出

張
所
で
の
申
込
手
続
き
が
必
要

で
す
。
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の

受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
の

一
回
き
り
の
収
集
や
臨
時
収
集

は
、
毎
週
火
・
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
収
集
希
望
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
収
集
す
る
と
き
に
は
、
事
前
に

バ
ケ
ツ
１
〜
２
杯
分
の
水
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
の
中
止
・
変
更

▼ 
転
居
・
転
出
や
下
水
道
へ
の
接

続
な
ど
で
、
し
尿
収
集
が
不
要

に
な
る
場
合
は
、
必
ず

生
活

環
境
課
に
連
絡
し
、
最
終
収
集

と
中
止
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
定
額
制
の
家
庭
で
、
入
院
や
別

棟
で
生
活
し
て
い
る
な
ど
、
住

民
基
本
台
帳
の
登
録
は
あ
っ
て

も
居
住
実
態
が
な
い
人
が
い
る

場
合
、
申
請
す
る
と
料
金
を
減

額
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

生
活
環
境
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
尿
処
理
手
数
料
の
納
付

▼
納
付
期
限
内
に
必
ず
納
め
ま

し
ょ
う
。

▼
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
、
市
内
の
市
公
金
取

扱
金
融
機
関
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▼
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
未
納
の

場
合
、
督
促
状
を
発
送
し
、
督

促
手
数
料
（
１
０
０
円
）
を
加
算

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
含
有

調
査
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

市
内
の
建
築
物
の
う
ち
、
吹
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
施
工
さ
れ
た
恐

れ
が
あ
る
建
築
物
を
所
有
さ
れ
て

い
る
人
に
対
し
て
、
１
棟
あ
た
り

８
万
円
を
限
度
に
、
調
査
費
用
を

補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
指
導
課

☎
30-

６
１
２
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

局
地
的
大
雨
へ
備
え
ま
し
�
う

 　

近
年
、
全
国
的
に
多
発
し
て
い

る
局
地
的
大
雨
（
通
称
「
ゲ
リ
ラ

豪
雨
」）
は
、
想
定
を
上
回
る
雨
量

で
あ
る
た
め
、
道
路
や
低
い
土
地

で
の
浸
水
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
局
地
的
大
雨
に
、

現
在
の
設
計
基
準
で
整
備
し
た
水

路
や
側
溝
で
対
応
す
る
こ
と
は
困

難
な
状
況
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
正
確
な
気
象
情
報
を
収
集
、

共
有
す
る
な
ど
し
て
、
個
人
、
家

庭
、
地
域
で
、
自
ら
が
自
ら
を
守

る
（
自
助
）
や
相
互
に
よ
る
援
助

（
共
助
）
に
よ
り
、
局
地
的
大
雨
に

対
し
て
予
想
さ
れ
る
事
態
へ
の
備

え
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

ご
来
場
く
だ
さ
い

﹁
水
源
地(

淀
川
水
源
地)
フ
�
�
ラ
ム
﹂

�
大
規
模
公
共
事
業
凍
結
・
中
止
の
あ
り
方
を
問
う
�

日
時　

９
月
30
日
㈭　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ  

　

エ
コ
ー
ホ
ー
ル
（
野
瀬
町
）

内
容　

●
講
演

「
気
象
変
化
に
伴
う
極
端
現
象
と
地
域
防
災
の
あ
り
方
」

　

中な
か

北き
た

英え
い

一い
ち

さ
ん
（
京
都
大
学
防
災
研
究
所
教
授
）

「
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
防
災
は
可
能
か
」

　

高
橋
裕ゆ

た
か

さ
ん
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

●
討
論
と
質
疑

　
「
緑
の
ダ
ム
幻
想
を
ふ
ま
え
て
」

　

座
長　

永
田
信し

ん

さ
ん
（
東
京
大
学
教
授
）　
　
　

●
全
国
各
地
か
ら
の
報
告

八や

ツん

場ば

ダ
ム
（
群
馬
県
）、
川
上
ダ
ム
（
三
重
県
）、
川
辺
川
ダ

ム
（
熊
本
県
）

●
総
括　

「
会
場
を
含
む
パ
ネ
ル
デ
�
ス
カ
ッ
シ
�
ン
」

　

座
長　

高
橋
裕
さ
ん
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

　

パ
ネ
ラ
ー　

今
井
恵け

い

之の

助す
け

（
前
信
楽
町
長
）、
講
演
者
の
皆

　

さ
ん

　

総
合
司
会　

古ふ

井る

戸い
ど

宏ひ
ろ

通み
ち

さ
ん
（
東
京
大
学
准
教
授
）

問
い
合
わ
せ
先　

水
源
地
フ
�
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（

道
路
河
川
課　

国
・
県
事
業
対
策
室
内
）
☎
30-

６
１
２
２

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番

道
路
横
断
時
の

安
全
確
認
は
確
実
に

　　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
、
交
差

点
で
の
出
会
頭
や
、
道
路
を
横
断

す
る
と
き
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

左
右
の
安
全
確
認
を
し
っ
か
り
行

い
、
斜
め
横
断
は
せ
ず
に
、
速
や

か
に
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

夕
方
に
外
出
す
る
と
き
や
、
帰

り
が
夕
方
以
降
に
な
る
と
き
は
、

明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材
を
身

に
つ
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
目

立
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
㈫
�
同
30
日
㈭

全
国
交
通
安
全
運
動
の
重
点

▼
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

▼
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
�
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

９
月
30
日
㈭
は

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日

新
総
合
計
画
�
国
土
利
用
計

画
の
策
定
に
向
け
て

　
　
　
　

　　

彦
根
市
で
は
、
彦
根
市
総
合
発

展
計
画
「
ひ
こ
ね
21
世
紀
創
造
プ

ラ
ン
」
に
沿
っ
て
、
そ
の
将
来
像

で
あ
る
「
市
民
が
つ
く
る　

安
心

と
躍
動
の
ま
ち　

彦
根
」
の
実
現

に
向
け
て
各
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
計
画
は
平
成
22
年

度
で
計
画
期
間
が
終
了
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
23
年
度
以
降

の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
総
合
計
画
の
策
定
、
ま
た
新

し
い
総
合
計
画
に
併
せ
て
、
長
期

的
に
安
定
し
た
均
衡
あ
る
市
内
の

土
地
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
国
土
利
用
計
画
の
策
定
に
向

け
、
平
成
20
年
度
か
ら
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
８
月
に
設
置
さ
れ
た

「
彦
根
市
総
合
発
展
計
画
審
議
会
」

で
、
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
調
査
・

審
議
が
重
ね
ら
れ
、
平
成
22
年
８

月
18
日
㈬
に
審
議
会
会
長
か
ら
市

長
へ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
に
つ
い
て
、
下
の
と

お
り
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　

今
後
、
答
申
お
よ
び
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え

て
、彦
根
市
の
計
画
（
素
案
）
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

答
申
の
公
開
場
所

　

企
画
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
支
所
・
各
出

張
所

提
出
期
間　

９
月
15
日
㈬

〜
10
月
15
日
㈮

提
出
方
法　

企
画
課
に

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、フ
�
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

企
画
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４
番
２

号
）
☎
30-

６
１
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番
、
Ｅ
メ
ー
ルkikaku@
m

a.city.hikone.shiga.
jp　

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

は
、
意
見
に
対
す
る
彦
根

市
の
考
え
方
と
と
も
に
整

理
し
た
う
え
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
ま
す
。
な
お
、
い
た

だ
い
た
ご
意
見
に
対
し
て
、

個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。



�広報ひこね　平成 22 年９月 15 日� 広報ひこね　平成 22 年９月 15 日

〈会場〉　稲枝東小学校（稲部町）　〈日時〉　1 0月23日〜 12月
11日　毎週土曜日の10：00〜12：00　〈対象〉　毛筆を基礎
から丁寧に学習したい小学３年生以上の人　〈受講料〉

1 ,600 円（中学生以下は無料）　〈申込期限〉　10月１日㈮（当

日消印有効）      〈定員〉　20人（応募者多数の場

合、抽選）　〈申込方法・問い合わせ先〉往
復はがきの往信の裏面に住所、氏名（ふり

がな）、年齢、電話番号、希望講座を、返
信の表面に郵便番号、住所、氏名を書いて、

教育委員会生涯学習課（〒 522-0001　

尾末町１-38）☎ 24-7971、FAX23-9190

〈内容〉 　絵巻を女性の視点で読み解いてみると、現代にも
通じる女性と男性の固定された描かれ方に気づきます。
改めて、男女共同参画社会への実現に向けての気づき
の一歩となる講座です。　〈場所〉　 男女共同参画セン
ター「ウィズ」会議室　〈日時〉　1 0月７日㈭、同21日㈭　
時間はいずれも10：00 〜 12：00　〈対象〉市内に在住・
在勤・在学の人　〈受講料〉　200 円（各回）　〈講師〉　亀井若

わか

菜
な

さん（滋賀県立大学准教授）　〈申込期間〉９月15日㈬〜
10月４日㈪　〈定員〉30人（先着順）　〈申込方法・問い合

わせ先〉電話かファクス、E メールで、 男女共同参画
センター「ウィズ」☎ 24-3529（FAX 共用）、E メール：

with.hikone＠oboe.ocn.ne.jp

〈場所〉城陽小学校（甘呂町）　〈日時〉1 0月30日〜 11月13
日　毎週土曜日の 10：00 〜 12：00　〈対象〉手作りおや
つに興味のある小学生以上の人　〈受講料〉　600 円（中学

生以下は無料）ただし、材料費 900 円、保険代 100 円が
別途必要です。　〈申込期間〉9月27日㈪〜 10月15日㈮

（当日消印有効）　〈定員〉20人（申込者多数の場合、抽選）

〈申込方法・問い合わせ先〉　往復はがきの往信の裏に住
所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望講座、会
場校を、返信の表面に郵便番号、住所、氏名を書いて、

教育委員会生涯学習課（〒 522-0001 尾末町１-38）☎

24-7971、FAX23-9190

〈内容〉 　手軽に、「からだに優しい料理」の基本を学び、味
にこだわった自慢の一品をつくりましょう。　〈場所〉　

男女共同参画センター「ウィズ」調理実習室　〈日時〉　

1 0月９日㈯、同23日㈯、1 1 月６日㈯、同20日㈯、12月４
日㈯　時間はいずれも10：00 〜 12：00　〈対象〉市内に
在住・在勤・在学の男性　〈受講料〉　2,500 円（全５回分）  

ただし、材料費 3,500 円（全５回分）が別途必要です。　
〈持ち物〉エプロン、フキン２枚、三角巾　〈講師〉　 男女
共同参画センター「ウィズ」の登録団体である「地域活
動栄養士グループ」ほか　〈申込期間〉９月15日㈬〜同
30日㈭　〈定員〉20人（先着順）　〈申込方法・問い合わせ

先〉電話かファクス、E メールで、 男女共同参画セン
ター「ウィズ」☎ 24-3529（FAX 共用）、E メール：with.
hikone＠oboe.ocn.ne.jp

 

　教室開放事業「鳴鶴書道手習始講座」 　教室開放事業「ビストロファミリー講座」

　ウィズ大学連続講座

　「〜おんなの視点で〜絵巻を読み解く！」
　男のクッキング教室

　彦根市では、市民の皆さんなど、来庁者が使用する窓

口封筒を無償提供していただける事業者（無償提供者）

を募集します。

事業者の条件　窓口封筒に広告を掲載する広告主を募

集し、広告原稿の事前確認や広告主との調整を行うな

ど、広告掲載にかかる一連の業務を行い、彦根市に窓

口封筒を提供する事業者。

無償提供いただく封筒の条件

広告入り窓口封筒　来庁者が市民課や税務課などで

交付を受けた各種証明書などを入れて持ち帰るた

めの封筒

①規格および製作予定枚数

　ア　角型２号（縦 332㎜×横 240㎜）　

　  15,000 枚

　イ　角型６号（縦 229㎜×横 162㎜）

　　60,000 枚

②広告掲載範囲　封筒の表面積および裏面積のそれ

ぞれ３分の１

③掲載できる広告内容　広告主の業種、広告内容は、

彦根市ホームページに掲載しています「彦根市広告

入り窓口封筒無償提供取扱要綱」と「彦根市無償提

供窓口封筒広告掲載基準」を遵守してください。

④設置場所　市役所庁舎（市民課、保険年金課、税務課）、

支所、各出張所

⑤設置期間　平成23年２月１日㈫から１年間

募集期間　９月15日㈬～10月１日㈮の午前８時30分〜

午後５時15分（土・日曜日と祝日を除く）

※窓口封筒無償提供申込書などを郵送する場合は、募集

期限の 10月１日㈮の消印有効

事業者の選定　提出書類を審査し、要綱や、その他別に

定める要件に合致するかどうか公正に判断し選定し

ます。ただし、応募者が複数ある場合は、選定委員会

を開催し、総合的な評価を行い事業者を選定します。

その他　詳しくは、彦根市ホームページに掲載していま

す募集要項、窓口封筒無償提供申込書などをご覧くだ

さい。

応募・問い合わせ先　 市民課（〒 522-8501 元町４- ２）

☎ 30-6111、FAX22-1398

広告入り窓口封筒の無償提供者を募集します

「朝鮮通信使饗
きょう

応
おう

七
しち

五
ご

三
さん

図
ず

絵
え

巻
まき

」製作200年を記念して、
広島県福山市など朝鮮通信使
とのゆかりの地域で、朝鮮通
信使に関する記念事業が開催
されています。この記念事業
の一つとして、日韓両国共通
の文化である囲碁を通じた文

化交流「日韓トップ棋士囲碁対局」が開催されます。
日本の山

やま

城
しろ

宏
ひろし

九段と韓国の劉
ゆ

昌
ちゃん

赫
ひょく

九段が玄宮園で対
局を行います。　〈開催日〉　1 0月５日㈫　▶日韓トップ棋

士対局＆大盤解説〈会場〉玄宮園（金亀町）　※対局は鳳翔
台、大盤解説は鳳翔台の近くで開催します。ご覧いただく
には、玄宮園の観覧料（200円）が必要です。　〈時間〉　13：
30 〜 15：30　▶プロ棋士との交流会　〈会場〉戦國丸（花し

ょうぶ通り商店街）（河原三丁目）　〈時間〉16：30 〜 19：00 
〈交流会の参加費〉　3,000円　〈申込期限〉　9月30日㈭ 　
〈定員〉　20人（事前申込が必要。先着順）　〈申込方法・問い

合わせ先〉交流会に参加を希望する人は、はがきに、住
所、氏名、電話番号、年齢を書いて、 観光振興課（日

韓トップ棋士囲碁対局担当）（〒 522-8501　元町 4-2）☎

30-6120、FAX24-9676

彦根市と彦根商工会議所・稲枝商工会では、市内の事業所
などに勤務する従業員で、本市産業の発展に尽くし、その
功績が特に顕著な人を表彰します。　〈対象〉　事業所統計
調査に用いる産業大分類のうち、鉱業、建設業、製造業、
卸・小売業、金融保険業、不動産業、運輸業、情報通信
業、電気・ガス・熱供給・水道業、サービス業に従事す
る雇用保険の被保険者　※ただし、家族従業員、法人の役
員、過去にこの表彰を受けたことのある人は除きます。　

〈表彰基準〉勤続年数が 15 年以上の人、企業の振興に寄与
するなど表彰に値する人　〈被表彰候補者の選出方法〉　事
業所の推薦によります。　〈推薦期限〉９月30日㈭（必着）   

〈推薦用紙提出先〉 商工課、彦根商工会議所（中央町）、
稲枝商工会（稲部町）　※推薦用紙は、各提出先にあるほ
か、彦根市、彦根商工会議所、稲枝商工会のホームページ
からダウンロードできます。〈表彰式〉1 1月19日㈮  9：30
～、彦根商工
会議所大ホー
ル　　〈問い合

わせ先〉 商工
課☎30-6119、
FAX22-1398、
彦根商工会議
所☎22-4551、
稲枝商工会☎

43-2201

 

　21 世紀の朝鮮通信使
　　～囲碁で信（まこと）を通わせあう～

　「日韓トップ棋士囲碁対局」観覧と交流会
湖東定住自立圏の具体的な取り組みとして、高宮から愛知
川の間をスタンプラリー形式で歩く中山道ウォークと、まち
の資源をテーマにした湖東ふるさと塾などを開催します。　

〈開催日〉　９月26日㈰▶中山道ウォーク　〈内容〉　高宮、愛
知川、豊郷のチェックポイントをまわります。 　〈時間〉　9：00
～16：00（受付は9：00 ～12：00）　〈スタート場所〉　高宮地域
文化センター、旧豊郷小学校校舎群 （豊郷町） 、愛知川びん
てまりの館 （愛荘町）　▶湖東ふるさと塾　〈時間〉　9：00 ～
16：00　〈場所〉　【高宮塾】高宮地域文化センター、、【豊郷塾】
旧豊郷小学校校舎群 、 【愛知川塾】愛知川びんてまりの館   

〈内容〉　各会場で地域資源にスポットをあてた講演会や、体
験型の催しがあります。　▶みんなの手でまちを描こう！　

〈内容〉　湖東ふるさと塾の会場で集めた参加者の手形をつな
いで、１枚の大きな絵にします。　〈時間〉　16：30 ～17：00　

〈場所〉　旧豊郷小学校校舎群　〈その他〉　各講座などは、時間
や定員が異なります。また、参加料が必要なものもあります
ので、申込の際にお尋ねください。　〈申込方法・問い合わ

せ先〉〉　電話で、㈳彦根青年会議所 （平日9：00 ～16：00）☎

22-7522、FAX22-9018　※申込は先着順

〈内容〉 80歳になっても20本の歯を残そうという「8020 運
動」を推進するためのコンクールです。審査日に、問診・歯
科検診を行い、結果を発表します。　〈応募資格〉 満 70 歳
以上の健康でよい歯を持つ人　〈審査・表彰式日時〉　10月31
日㈰　10：00 ～12：30　〈場所〉 ㈳滋賀県歯科医師会口腔

くう

衛生センター（草津市）　〈申込期間〉 9月24日㈮〜10月８日
㈮   〈その他〉当日は、健康に関する講演会も行われます。

〈申込方法〉応募用紙（各歯科医院、 健康推進課、 湖東健

康福祉事務所（和田町）、老人クラブ連合会にあります）に、必要
事項を書いて、㈳滋賀県歯科医師会口腔衛生センターに申
し込んでください。  〈問い合わせ先〉㈳滋賀県歯科医師会
口腔衛生センター☎ 077-564-6692（FAX 共用）

〈協賛事業になったときの利点〉①彦根市・彦根市教育委員
会の後援名義が使用できます。　②広報ひこね、文化祭ポ
スターなどによるＰＲができます。　〈対象事業〉平成23年４
月〜６月に開催される展示、発表など　〈対象団体〉文化芸
術団体、社会教育関係団体、またはこれらに準ずる団体で、
過去に市内外で展示、発表などの活動実績がある団体　〈応

募するときの注意〉　　使用する施設の使用許可書か、使用申込
書の写しが必要です。　※詳細は、募集要項で必ず確認して

ください。　〈申込書・募集要項配布場所〉ひこね市文化プラ
ザ、市民会館１階、市役所１階受付、支所・各出張所、各地区
公民館、高宮地域文化センター、みずほ文化センター、市民
体育センターなど　〈申込期間〉　　9月30日㈭〜10月30日㈯　

〈申込・問い合わせ先〉　 教育委員会生涯学習課文化振興室
（ひこね市文化プラザ１階）☎ 23-7810、FAX21-3080

 

　秋の一日まるごと中山道！
　中山道ウォーク＆湖東ふるさと塾

 

　表彰します　あなたの事業所の優良従業員

 

　第42回よい歯の健康老人コンクール

　平成23年度彦根市春の文化祭協賛事業　
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※駐車場での駐車時間は、30 〜 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

10月前半

１日㈮

4 日㈪

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

12日㈫

13日㈬

14日㈭

15日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、須越、三津屋

芹川、山之脇、戸賀、小泉、西今、須越、八坂

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大藪、西今、八坂

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大橋、元岡、沼波、

城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、

開出今蔵の町団地、宇尾、八坂東団地

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一

丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、平田（大沢を除く）、開

出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、開出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻

西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻、亀山地区、稲

枝（西）、服部、出路、田原、稲部（稲部）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【10月前半】

図書館休館日（10月前半）

４日㈪、11日（月・祝）

５日㈫

６日㈬

１日㈮

７日㈭

８日㈮

１2日㈫

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
W A っ と ね す 春 日

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１3日㈬

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１4日㈭
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００
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特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

　

体
外
受
精
、
顕
微
授
精
（
特
定
不
妊
治
療
）

を
受
け
た
人
に
、治
療
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
者(

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人)

▼
治
療
期
間
中
と
助
成
の
申
請
時
に
彦
根

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
法
律
上
の
婚
姻
を

し
て
い
る
夫
婦

▼
滋
賀
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
を
受
け

て
い
る
人

▼
夫
婦
の
い
ず
れ
も
が
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

助
成
額

▼
特
定
不
妊
治
療
費
用
に
対
し
て
、滋
賀
県

の
助
成
額
15
万
円
を
差
し
引
き
ま
す
。

▼
１
回
の
治
療
に
つ
き
上
限
５
万
円
で
す
。

▼
１
年
度
あ
た
り
２
回
が
限
度
で
す
。

▼
通
算
５
年
間
彦
根
市
か
ら
助
成
し
ま
す
。

申
請
期
限　

　

平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

※
た
だ
し
、
治
療
終
了
日
が
、
平
成
23
年

３
月
１
日
㈫
〜
同
31
日
㈭
で
あ
る
場

合
の
み
、申
請
期
限
が
平
成
23
年
４
月

28
日
㈭
に
な
り
ま
す
。

申
請
と
決
定

　

健
康
推
進
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
後
、審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、

健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「元気フェスタ2010」
はいはいレース

　
　「元気フェスタ 2010」では、乳幼児が参加できるコーナー

の１つとして、はいはいレースを開催します。元気にはい

はいするかわいい姿をみんなで応援しましょう。ご参加く

ださい！

対象　彦根市に在住の、はいはいで移動をしている乳幼児

内容

▶１レース最大５人ずつの赤ちゃんが、５ｍのコースで、

はいはいします。

▶レース中に立ち上がってしまった場合は、失格です。

開催日時　10月11日（月・祝）

　第１部　11：00 ～、第２部　13：00 ～

※集合は、各回スタート時刻の 20 分前です。

場所　彦根市民体育センター第２競技場　

定員　各部 25 人（先着順）　

申込・問い合わせ先　10月4日㈪ 9:00 か

　ら、エントリーの受付を開始します。電

　話で、ひこね元気計画 21 実行委員会事

　務局（ 健康推進課内）まで申し込み

　ください。

　※受付は定員になりしだい、終了し　

　ます。

「元気フェスタ2010」
みんなでつくる

365日のいきいき笑顔写真展

　「ひこね元気計画 21 のうた」

の歌詞にある「いきいきとした笑

顔」の写真を、10月11日（月・祝）に

開催する「元気フェスタ 2010」

にお持ちください。

　１月１日から12月31 日までの誕生日順に掲示します。

みんなの笑顔で、365日をうめましょう。

対象　被写体となっている人が彦根市に在住していること。

　※ただし、提出者以外の人の写真は、本人に承諾を　

とっておいてください。

応募写真　被写体となる人の表情が、はっきりわかるＬ

版サイズの写真。撮影年月日は問いません。

　※応募写真は、返却しません。

申込方法　裏面に誕生日（被写体が複数の場合は、代表者１

人の誕生日）を記入した写真を、10月11日（月・祝）の 10：

00 〜 14：00 の間に、彦根市民体育センター玄関前に

設置する「元気フェスタ 2010」受付にお持ちください。

誕生日が重なった場合は、先着順とします。

問い合わせ先　ひこね元気計画 21 実行委員会事務局（

健康推進課内）

富

永

萌

華
ち

ゃ

ん

（
後
三
条
町
）

宮
川
陽
茉
璃
ち
ゃ
ん

（
原
町
）

山
本
実
千
留
ち
ゃ
ん

（
稲
部
町
）

と
み　

な
が　

ほ
の　

か 

や
ま  

も
と  

み　

 

ち　

  

る

み
や  

が
わ　

ひ　

 

ま　

 

り

ひこね元気計画21
推進中！
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百
々
氏
は
、
伊
予
国
（
愛
媛
県
）
河こ

う

野の

氏
の
一
族
で
あ
る
河
野
盛も

り

道み
ち

が
、
応お

う

仁に
ん

の
乱
（
１
４
６
７
～
７
７
）
の
戦
功

で
京

き
ょ
う

極ご
く

持も
ち

清き
よ

か
ら
小お

野の
の

荘し
ょ
う

を
与
え
ら
れ

て
、
百
々
内く

ら

蔵の

助す
け

を
名
乗
っ
た
の
が
始

ま
り
と
伝
え
ま
す
。
以
後
、
百
々
氏
は

小
野
荘
百
々
村
の
百
々
館
に
居
住
し
、

国こ
く

人じ
ん

・
土ど

豪ご
う

な
ど
と
呼
ば
れ
る
村
の
指

導
者
と
し
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
近
江
の
地
が
、
江
北
の
京
極

氏
と
江
南
の
六ろ

っ

角か
く

氏
、
京
極
氏
の
被ひ

官か
ん

（
家
臣
）
か
ら
台
頭
し
た
浅
井
氏
に
よ
っ

て
、
文
字
ど
お
り
三
つ
巴

ど
も
え

の
争
い
を
繰

り
返
す
中
で
、
百
々
氏
も
こ
れ
ら
の
戦

国
大
名
の
配
下
に
組
み
込
ま
れ
、
時
に

応
じ
て
京
極
氏
・
六
角
氏
・
浅
井
氏
に

属
し
な
が
ら
戦
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
３
者
の
戦
国
大
名
に
と
っ

て
境

さ
か
い

目め

の
城
と
し
て
重
き
を
成
し
た
の

が
佐
和
山
城
で
し
た
。
佐
和
山
城
は
軍

事
拠
点
と
し
て
臨
時
に
利
用
さ
れ
た
た

め
特
定
の
城
主
が
置
か
れ
ず
、
そ
の
た

め
山
下
に
本
拠
の
あ
る
百
々
氏
が
し
ば

し
ば
佐
和
山
城
を
預
か
っ
て
、
城

じ
ょ
う

代だ
い

を

務
め
ま
し
た
。
百
々
氏
の
佐
和
山
城
代

は
、永え

い

禄ろ
く

４
年
（
１
５
６
１
）
の
六
角
承

じ
ょ
う

禎て
い

に
よ
る
佐
和
山
城
攻
略
に
よ
り
、
浅

井
方
の
城
代
で
あ
っ
た
百
々
隠お

岐き
の

守か
み

が

自
決
し
た
の
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

浅
井
長
政
は
、
す
ぐ
さ
ま
佐
和
山
城

を
奪
い
返
し
、
長
政
の
重
臣
で
あ
っ
た

磯い
そ

野の

員か
ず

昌ま
さ

を
据す

え
て
い
ま
す
。
磯
野
員

昌
は
城
代
で
は
な
く
城
主
と
し
て
居
城

し
ま
し
た
。
そ
の
期
間
は
、
織
田
信
長

に
降
伏
し
て
佐
和
山
城
を
開
城
す
る
元げ

ん

亀き

２
年
（
１
５
７
１
）
ま
で
の
10
年
間

に
お
よ
び
ま
し
た
。
佐
和
山
城
は
、
こ

れ
ま
で
の
臨
時
の
軍
事
拠
点
か
ら
、
日

常
的
な
政
治
・
経
済
の
拠
点
と
な
る
新

た
な
時
代
を
迎
え
た
の
で
す
。

　

百
々
隠
岐
守
を
失
っ
た
百
々
氏
は
、

そ
の
後
、
百
々
越え

ち

前
ぜ
ん
の

守か
み

が
信
長
、
次
い

◀
百
々
氏
歴
代
の
菩
提
寺
と
伝
え
る

　

百
々
山
本
照
寺
の
阿
弥
陀
堂

で
秀
吉
に
仕
え
て
お
り
、
一
族
の

中
に
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
井
伊

家
に
仕
え
、
大
坂
の
陣
で
活
躍
し

た
人
物
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

百
々
氏
が
代
々
の
地
と
し
た

百
々
村
は
、
旧
鳥
居
本
宿
の
南
端
、

中
山
道
と
彦
根
道
（
朝
鮮
人
街
道
）

が
合
流
す
る
辺
り
に
存
在
し
ま
し

た
。
百
々
氏
の
居き

ょ

館か
ん

で
あ
る
百
々

館
は
、
百
々
村
の
西
方
に
存
在
し

た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
囲

に
堀
を
巡
ら
せ
た
方
形
の
平へ

い

地ち

城じ
ょ
う

館か
ん

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
現
在
は
そ
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
発
掘
調
査
を

実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

往
時
の
痕
跡
は
確
認
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

百
々
氏
の
菩
提
寺
は
、
百
々
村

の
東
、
新
幹
線
を
潜く

ぐ

り
、
迫
り
く

る
山
の
尾
根
上
に
存
在
し
た
天
台

宗
百
々
山
本ほ

ん

照
し
ょ
う

寺じ

で
し
た
。「
本
照
寺

殿
」
は
百
々
家
初
代
内
蔵
助
（
河
野
盛

道
）
の
法
名
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
照

寺
は
元
亀
元
年
（
１
５
７
０
）
か
ら
翌

年
の
佐
和
山
合
戦
の
際
、
兵
火
に
よ
り

焼
失
。
兵
火
を
逃
れ
た
本ほ

ん

尊ぞ
ん

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

像
は
、
後
に
本
照
寺
別
院
の
梅う

め

本も
と

坊ぼ
う

に
よ
っ
て
奥
の
院
に
隠
さ
れ
、
境け

い

内だ
い

に

は
八
幡
宮
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
大
正

８
年
、
阿
弥
陀
如
来
像
は
近
く
の
山
田

神
社
に
合ご

う

祀し

さ
れ
、
八
幡
宮
は
阿
弥
陀

堂
と
し
て
地
域
の
人
々
の
手
で
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
百
々
山
本
照
寺
の
一
筋
南
の

▶
百
々
村
周
辺
地
図

佐
和
山
城
跡

尾
根
頂
部
に
は
、
丸ま

る

山や
ま

城
跡
が
あ
り
ま

す
。
百
々
氏
が
戦
の
折
に
用
い
た
詰つ

め

城じ
ろ

と
の
説
も
あ
り
ま
す
が
、
城
跡
の
調
査

で
は
構
造
が
応
急
的
で
あ
り
、
臨
時
の

構
築
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
佐

和
山
合
戦
で
佐
和
山
城
を
包
囲
し
た

織
田
方
の
丹に

羽わ

長な
が

秀ひ
で

が
築
い
た
陣じ

ん

城じ
ろ

で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
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